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釧路森林資源活用円卓会議

・主な検討内容

釧路市有林の有効活用策

地域材利用の拡大策

・メンバー

森林組合、林業事業体、

建築事業者、設計事務所、

研究機関、農協等

（根釧西部森林管理署、

釧路総合振興局：オブザーバ）

具体的な課題解決の議論について、
部会を設置し、個別の議論を深める

円卓会議（川上部会）での検討

○主な検討内容

・木材利用の課題整理

（販売戦略,製品戦略,価格戦略等）

・原料の安定確保など

・木材利用の拡大策検討

先進的な取組の釧路への適用

木材利用（川下）部会

・主な検討内容

木材利用拡大策,消費者ニーズに

あった製品や付加価値の高い製品

木材生産（川上）部会

・主な検討内容

コスト削減に向けた方策、

釧路の地域特性に応じた施業方法



今回議論のテーマ

【全体会議（１１/２５）での指摘】

・まだ作業路が必要なところもある。

・将来的にも有効な作業路の路線を明確に設定。

・将来的な残存木をいかに傷つけないか、模索。

・国が進める高性能林業機械にのっとった

路網整備をし、経済林として循環。環境にも配慮。

釧路地域に相応しい路網（森林作業道等）の作設・管理

【テーマ】



国の動き(１)

●路網とは（森林・林業再生プラン 路網・作業システム検討委員会）

・路網(作業道も含め)とは、森林の多面的機能を
持続的に発揮していくための基盤。長期使用を前提。

参考資料：「森林・林業再生プラン路網・作業システム検討委員会資料」(平成２２年２月)、第7回検討委員会資料

○各指針 林業専用道(H22. 9)、森林作業道(H22.11)

路網

「森林作業道」
主として林業用機械走行

車道

「林業専用道」
専用車両の走行

「林道」
一般の車両の走行

＊普通自動車

(10t積程度のトラック)

＊林業機械(含:２t積程度の小型トラック)



国の動き（２）

出典：林野庁「路網・作業システム検討委員会最終とりまとめ」（Ｈ２２.１１)

作業システム（機械）と

路網を併せて検討していく必要



伐倒はチェーンソー、

造材はハーベスタとプロセッサ

集材はトラクタとグラップル

の利用が高い（間伐）。

＜作業システム４２％＞

出典：北海道「平成20年度林業機械の保有状況調査・高性能林業機械稼働実態調査結果」

間伐<伐倒> 間伐<造材>

間伐<集材>

道内森林作業システムの現状（１）
工程別の使用機械

（４４事業体） （８８事業体）

（４４事業体）



道内森林作業システムの現状（２）
高性能林業機械導入理由

生産性の向上のため

導入する割合が高い。

出典：北海道「平成20年度林業機械の保有状況調査・高性能林業機械稼働実態調査結果」



釧路の林内路網の現状（１）
（道路密度等）

出典：北海道業務資料（北海道水産林務部森林計画課（釧路総合振興局林務課）提供）

市町村名
(ha)

林道延長
(m)

公道延長
(m)

林内道路密度
(m/ha)

① ② ③ (②+③）÷①

釧路市 45,443 126,585 270,976 8.7

北海道 1,874,293 4,544,479 18,876,407 12.5



釧路の林内路網の現状（２）
（造林補助事業実績）

釧路市管内作業道開設実績 単位：ｍ

出典：北海道業務資料 （釧路総合振興局林務課提供）

年度 路線数 延長

12 5 3,785 

13 6 3,820 

14 4 2,900 

15 8 8,520 

16 6 5,280 

17 15 12,455 

18 6 3,650 

19 8 4,500 

20 5 3,050 

21 5 5,200 



林内路網の現状（３）
簡易で耐久性のある作業路①

・現地の地形に応じて、
臨機に作設されてきた集材路を
繰り返して使用することを前提に、

切土量を少なく抑え、

必要により根株や支障木などの
現地発生材等を活用し、

法面の強化を図るなど
路体の強化と維持を図ったもの。

＊通常、作業機械のみ通行する。
参考資料：「森林・林業再生プラン路網・作業システム検討委員会資料」(平成２２年２月)



＜簡易で耐久性のある作業路
作設経験の有無と箇所数＞

作業路
作設経験

事業数 割合
作業路作設
箇所数
（全道数）

１事業体
当たりの平均
作設箇所数

ある ４２事業体 29% ５４９箇所 13.07

ない １０４事業体 71% － －

計 １４６事業体 100% － －

林内路網の現状（４）
簡易で耐久性のある作業路②

出典：北海道「平成20年度林業機械の保有状況調査・高性能林業機械稼働実態調査結果」



＜作業路の構造＞

林内路網の現状（５）
簡易で耐久性のある作業路③

出典：北海道「平成20年度林業機械の保有状況調査・高性能林業機械稼働実態調査結果」



＜作業路作設した事のない理由＞

その他

「北海道の土質は作業道に適していない」

「一度間伐した箇所は５年～１０年間伐しない」

「火山灰地のため水はけがよく、耐久性を強化する必要がない」

「急傾斜地が多く、冬山造材とするため雪や凍結による作業路作設」

林内路網の現状（６）
簡易で耐久性のある作業路④

出典：北海道「平成20年度林業機械の保有状況調査・高性能林業機械稼働実態調査結果」

・すでに路網整備済みのため、

・コスト増加するため、

という回答が多い



森林作業道作設の
検討にあたっての視点（１）

○壊れにくい道づくり
地域（土壌、気候、樹種、地形）に適した
路網密度、線形、規格（幅、勾配）

○長期間使うため現場での工夫
メンテナンス方法

○コスト
開設コスト（釧路総合振興局 造林作業路補助実績

育成単層林整備（人工造林）平均単価1､480円/ｍ）

→いずれも、現場でも議論
出典：「Ｈ２１造林事業実績」北海道水産林務部森林整備課 造林作業路事業経費別実績(補助)



森林作業道作設の
検討にあたっての視点（２）

○環境配慮事項
・環境負荷低減（素材生産活動ガイドライン）

○流域単位の視点
・流域単位での全体設計
・林道、林業専用道、森林作業道

(人材育成：行政、技術者）

→現場でも議論



気象条件（年降水量）

出典：気象庁ＨＰより

・降水量は少ない。



土壌条件（１）

出典：北海道林業技術者必携 北方林業会 1982

北海道の森林土壌図 山本(1978)

釧路根室支庁：常呂-豊頃帯（国境山地）、
千歳帯内帯（知床半島）、千歳外帯（根室
半島）。沈降帯として、根釧原野。



尺別

布伏内

土壌条件（２）

白亜紀から第４紀まで、
それぞれの場所により多様な構成

（泥岩、砂岩、シルト、火山灰等）

凡例(跋すい）



本日の現地検討予定地（１）

○釧路市阿寒町布伏内市有林

・カラマツ 約４０年生

（間伐遅れ林分）

・平均胸高直径 20.7ｃｍ

・立木本数 750本/ha

・樹高 約22ｍ

林野庁補助事業「先進林業機械の導入・改良費等」実証予定地

（株）アミタ持続可能経済研究所受託（大澤木材株式会社採択）

＊１月２１日に現地検討会を予定(新型国産８輪フォワーダの導入）



本日の現地検討予定地（２）

傾斜のある林分（波型線形）

表土積み工法（伐根活用）

切土を抑制

（1.5m以下基本）

転圧

切土の抑制
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